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教育フロントエンドからデータ分析⽤バックエンドまで
最先端のEdTechプラットフォーム導⼊・運⽤をサポート

教育フロントエンド クラウドサービス
• 世界標準eラーニング管理システム
Canvas LMS

• ルーブリック活⽤eポートフォリオ管理
Rubricast

• 様々なニーズに対応する拡張アプリ
Bownet Apps

学修データ蓄積・分析環境提供
• クラウド型LRS（ラーニング・レコード・ストア）
• データ分析・ビジュアライゼーション環境
• マルチクラウド対応データ連携（EAI/ETL）

システム構築⽀援・コンサルティング
• 教育ITインフラのアーキテクチャ及び運⽤管理設計
• 関連システム連携処理、運⽤⾃動化ツール、独⾃

仕様の機能拡張アプリケーション開発
• 効果の⾼いオンライン学習コース設計を実現するコン

サルティングサービス
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Bownet Apps

LMS拡張アプリケーション
⽇本国内の教育現場から集められた様々なニーズから、
次世代教育プラットフォームの構成部品として、企画、
開発しています。

Bownet Cloudの教育学習⽤マイクロサービス アプリ
ケーション、データ分析・連携基盤は成⻑しています。

Canvas LMSを拡張するアプリケーション群



Canvas LMSを中核とする学習フロントエンドが
バックエンドのLRS + LAに連携
l Canvas LMSの学習データはトラッキング⽤分散DBとラーニングレコードストアに蓄積されます。LRS（ラーニングレコードストア）へのデータ格納

形式は、世界標準となったIMS Caliper Analyticsに準拠します。

l Canvas LMSのWeb APIを利⽤して LTI対応アプリのeポートフォリオ管理システムに学習成果データが連携されます。

Copyright © 2022 Bow Netsystems Corp. All rights reserved.

ストリーミングデータ
収集・変換機構

（コンバート、バリデーション）

Canvas LMS
（eラーニング管理）

Rubricast 
Portfolios

（学修ポートフォリオ管理）

課⾦情報
管理システム

履修ポータル
Webサイト

システム利用者
（講師・受講生）

• コース内容確認
• 受講申し込み

Learning Record Store
（LRS︓学習履歴DB）

Bownet LTI Apps
（AIヘルプデスク、コンテンツビューワ、動画閲覧履歴管理、出席管理等）

Cassandra

API連携

LTI連携

API連携

IMS Caliper

Data Stream

LTI連携

Canvas 分散DB
（学習トラッキング）

LAツール
（学習データ分析環境）

Learning Pathway
（学習パスの提案）

LTI連携

コンピテンシー管理
（Outcomesリポジトリ）

IMS CASE



Rubricast Portfolios

1. 学⽣は履修登録している複数コース（過去コース含む）のアウトカム評価を、科⽬横断で総合的に⼀覧できます。
2. 教員を学⽣のオブザーバーとして指定すると、教員は学⽣の総合的なアウトカム評価と成果物（アウトカムに紐づいた課題提出物など）を

確認可能になります。
3. 学⽣と教員はお互いに、アウトカム項⽬毎のリフレクションコメントやフィードバックコメントを登録できます。

学⽣

Canvas LMSの
履修コース 履修コースの

アウトカム評価

オブザーバー（教員）

1. 複数の履修コースのアウトカム評価をまとめて確認
2. アウトカムからエビデンス（提出物）を参照
3. アウトカム項⽬毎にリフレクションコメントを登録

振り返り

フィードバック

アウトカム項⽬毎にコメン
ト登録

1. 学⽣の複数履修コースのアウトカム評価をまとめて確認
2. アウトカムからエビデンス（提出物）を参照
3. アウトカム項⽬毎にフィードバックコメントを登録

Rubricast Portfolios

Copyright © 2022 Bow Netsystems Corp. All rights reserved.

Rubricast（ルブリキャスト）は、学⽣の総合的な学習熟達度をフォローするためのCanvas LMS専⽤の
ポートフォリオ機能拡張です。



システム技術⽀援サービス
１．コンサルティング、システム構成⽴案
pシステム構想⽀援 （ヒアリング、ブレスト参加から構想書作成まで）

p要件定義書の作成⽀援
p開発プロジェクト計画⽴案 （詳細スケジュール策定、要員計画等）

pシステム・アーキテクチャ設計 （ハードウェア、ネットワーク、関連システム連携構成、
ミドルウェア構成、アプリケーション基盤および開発⽅式の策定）
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２．システム環境構築⽀援
p基盤ソフトウェア、サーバ・ネットワーク機器、クラウドインフラの評価・選定
p外部のAPI型Webサービスの導⼊サポート
pシステムのサイジング （容量設計）

pネットワーク設計
pサーバソフトウェア環境セットアップ

３．アプリケーション開発
p 機能設計、テスト仕様策定
p データベース設計 （リレーショナルモデル設計、物理設計、定義作成）

p 画⾯、バッチ設計
p 開発規約策定 （コーディング規約、フレームワーク利⽤⽅法等）

p プログラム作成 （実⾏アプリケーション、テストモジュール、バッチスクリプト等）

p テスト計画⽴案、結合／総合テスト実施、品質評価
p セキュリティ脆弱性検査および対策
p パフォーマンステスト実施、性能向上策の⽴案

４．運⽤環境構築・保守管理⽀援・チューニング
p 本番環境セットアップにおけるアドバイス提供
p 運⽤設計 （監視システム設計・導⼊、運⽤ガイドライン策定）

p 運⽤マニュアル作成
p パフォーマンス・チューニング （サーバ構成、ネットワーク構成、OS設定、Web／

キャッシュ／DBMS等のミドルウェア設定調整、アプリケーション実装の改良）



2020年9⽉、慶應義塾⼤学様は全学で利
⽤する次世代教育プラットフォームの中核
として Canvas LMS を導⼊されました。
4万名に近い学⽣と教職員の皆様が活⽤し
ています。

Panopto（動画配信）、ZoomやWebex
（オンライン会議）、Turnitin（剽窃
チェック）、Google Assignments（課題
管理）、BoxやGoogle Drive（クラウド
ストレージ）等をはじめとする様々な外部
アプリと連携する最先端のeラーニングエ
コシステムがGoogle Cloudに構築されて
います。

1EdTech Consortium（IMS GLC）の技
術標準への親和性を積極的に活⽤し、LTI、
Common Cartridge、QTI、Caliper 
Analytics等のグローバルスタンダードと
なっているインターフェース仕様で、学
内・学外の様々なサービス機能とスムーズ
に連携できるシステム環境になっています。

事例紹介
慶應義塾⼤学様

Copyright © 2022 Bow Netsystems Corp. All rights reserved.



世界標準の最新鋭eラーニングシステム

Canvas LMS とは
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1. 利⽤者の意⾒が反映されたオープンソース
製品

2. ⾼度な機能を持ちながらも扱い易い優れた
操作性

3. Web APIやLTI対応により、eラーニング
システム環境を⾃由に拡張可能



急増している
Canvas LMS の採⽤
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（出典）e-Literate https://eliterate.us

https://eliterate.us/


特徴１
シンプルな画⾯デザイン

シンプルで美しく、使いやすい画⾯デザイン。

操作が簡単で利⽤者の学習コストが低いため、LMS新規導⼊や
既存システムからの移⾏が容易です。
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LTI標準に対応した様々な外部アプリケーション（既存
のSaaSサービスや独⾃開発のツールなど）を画⾯操作
から設定するだけで簡単に連携できます。
Canvas LMSを中⼼に、必要とされる機能をブロックの
ように⾃由に組み込み、教育現場の多様なニーズに合
わせたオンライン学習環境を実現できます。

特徴２
⾼い拡張性
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特徴3
世界標準規格に
対応した
教育コンテンツ

Canvas LMSは、1EdTech Consortium （旧IMS Global 
Learning Consortium : e-Learning / ICT 活⽤教育分野における
国際標準化団体）の規格に対応しています。
MoodleやBlackboardなど、IMSの規格に準拠した他LMSとコンテンツ
交換が可能です。
デジタルバッジ管理システムやCaliper Analytics（学習活動やシステム
操作履歴データ管理の標準規格）対応の分析ツールなど、最新の教育
情報システムと確実に連携できます。
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https://www.1edtech.org

https://www.1edtech.org/


特徴４
教務関連システムとの
スムーズな連携

教務システムからのユーザ情報やコー
ス情報、履修登録情報をシステム管理
画⾯からでも、Canvas APIを利⽤する
バッチ処理からでも、⼀括⼤量登録が
可能です。

処理負荷が分散するようにバッチ更新
は遅延実⾏されるため、オンライン稼
働中でもスムーズに処理されます。
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特徴５
⾼いスケーラビリティ
Canvas LMSは巨⼤なクラウドサービス
を稼働させるために設計されています。

受講⽣数100万⼈を超えるシスコ・ネッ
トワーキング・アカデミー（The Cisco 
Networking Academy）をはじめ、
様々な世界最⼤級の教育プログラムで
使われています。
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特徴６
Instructional 
Designに基づく
UI/UX

Instructional Design（ID）とは、教育現場において学習者
の⾃由度を保ちつつ、⾼い学習効果を⽣み出すことを⽬的と
した具体的な計画プロセスのことです。

Canvas LMSはIDに基づいて設計されているため、教材を
Canvasの設計に従って作成・登録し、コースを運⽤するだけ
で⾼い学習効果を実現することができます。
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Google Cloudで
運⽤する
Canvas LMS
慶應義塾⼤学様は、Canvas LMSを
全学向けの次世代教育プラットフォーム
の中核として⼤規模運⽤するため、
Google Cloudのマネージドサービスを
最⼤限に利⽤したシステム構成を採⽤
しています。
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オンプレミスからパブリック クラウド + サーバーレスへ

•潤沢なシステムリソース
•高度な稼働監視機能
•アラートと自動処理

安定性

•リソース確保の即時性
•容易なシステム性能拡張
•自動スケール機能の充実

スケーラビリ
ティ

•管理されたミドルウェア
•最適化済みの稼働環境
•基盤管理の自動化

管理コスト削減
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オンプレミス

クラウド
＋

サーバーレス



LMSを改造せず、LTI対応アプリで機能拡張
LT I （ L e a r n i n g  To o l s  I n t e r o p e r a b i l i t y ） 標 準規格で連 携 する様 々 な 教 育ツー ルで C a n v a s L M S を機能拡張

LTI標準で
教育ツールを
統合

オンライン講義
zoom

オンライン講義
webex

動画収録・配信
Panopto剽窃チェック

turnitin

クラウドストレージ
Google Drive

クラウドストレージ
box

課題ツール Google

国内初LTI1.3対応導⼊

国内初全学導⼊Canvas LMS
ラーニング エコシステム

図書館システム連携
ExLibris
Leganto

2020年9⽉に運⽤開始
教育業務を⽀援する⼤学独⾃の

LMS機能拡張アプリケーション
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WAF
Cloud Armor

LB
負荷分散

VMs (4-30)
Instance Group
(Canvas Web)

Memorystore
(Redis)

Cloud SQL
(PostgreSQL)

VMs (3)
Instance Group

(Cassandra)
VMs (3-n)

GKE node
(Canvas RCE API)

VMs (1-n)
(Canvas Delayed Jobs)

SMTP
SendGrid

Filestore
(NFS)

利⽤者

LMSサーバ 基本部分の構成図

仮想サーバ

マネージドサービス

GKE
Kubernetes Cluster

Canvas LMSは仮想サーバ
（Ubuntu）で稼働

Canvas補完機能（RCE API）は
Dockerで稼働

Data I/F
apps

（他システム
連携）

Container Registry
(asia.gcr.io)

⾮公開

VMs (4-n)
Instance Group
(Doc Viewer)

POP3
Google Workspace
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Cloud Logging



Google Cloudの
マネージドサービスを

積極的に活⽤

リレーショナルDB（PostgreSQL）管理で高度なHA構
成とPITRを容易に実現『Cloud SQL』

高負荷アプリケーションのデータキャッシングを担う
Redisクラスタを安定稼働『Memorystore』

Webアプリケーションのバックエンドで安全に格納さ
れる教材や提出物ファイル群『Filestore』

LMS機能を補完するマイクロサービスのクラスタ管理
『Google Kubernetes Engine + Container Registry』

DDoSなど様々なウェブ攻撃を検知してWebアプリケー
ションを保護『Cloud Armor』

パフォーマンスとスケーラビリティに優れた負荷分散
を実現『Cloud Load Balancing』
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システム運⽤管理の
⾼度化のためにも

Google Cloudの
マネージドサービスを

全⾯的に利⽤

稼働状況監視・ログ管理 バックアップ・リストア管理
l ログ エクスプローラを使⽤すると、多数の仮

想サーバとマネージドサービスで構成されて
いるCanvas LMSの複雑なシステム全
体を⼀気通貫で、ログ検索、並べ替え、
分析できるため、何らかの問題が発⽣した
場合にも短時間で原因を突き⽌めること
ができます。

l これは業務上のデータ調査などでも⼤変
有⽤で、LMSがどのように利⽤されている
かリアルタイムで詳細に把握することが可
能になっています。

l アラートを設定して、実⾏ログに特定の
メッセージが出⼒されるたびに通知できる
ため、システムの稼働状況変化に即応が
可能となっています。

l マネージドサービスで運⽤するリレーショナ
ルDBはPITR（ポイント・イン・タイム・リ
カバリ）が実現されており、バックアップとリ
ストア処理は簡便な⾃動実⾏が可能で
す。

l 仮想サーバで運⽤するリソースは、分散シ
ステムによりデータが多重化されているか、
永続データを持たないシステム構成となっ
ていますが、定期的なスナップショット取得
も併⽤しています。

l 仮想サーバの永続ディスクを定期的かつ
⾃動的にバックアップするためにGoogle 
Cloudのスナップショット スケジュール機
能を利⽤しており、複数世代のスナップ
ショットは適切な期間だけ保管されます。



スケジュールに基づく
仮想サーバの

⾃動スケーリング

⇒ コスト節減

Google Cloud ではLMSのような特に負荷の変動が激しいアプリケーションの
サーバクラスタ増減も簡単に管理できます。負荷状況に応じた後追いの⾃動ス
ケーリングだけではなく、スケジュールに基づく⾃動スケーリングにより、予想される負
荷増減に対して事前にサーバシステムの容量調整を済ませておくことができます。
Canvas LMSのように⾼度な⼤規模アプリケーションではワークロードの初期化に時
間がかかりますが、負荷が急増するタイミングに対して事前にスケールアウトしてお
くことができるため、また負荷が⼩さくなるタイミングでは計画的なスケールインを⾏え
るため、リソースの需要予測に応じたシステム性能を確保できます。

これは負荷急増時のシステム安定動作と利⽤コスト節減に⼤きく貢献しています。

Copyright © 2022 Bow Netsystems Corp. 
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Google Cloud Japan Team 様が、クラウド
導⼊事例として公開しているブログ記事ページを
ご紹介します。

慶應義塾⼤学︓
わずか 3 か⽉で Canvas LMS を
Google Cloud 上に構築し、
最先端の eラーニング環境を提供

事例の背景詳細と
慶應義塾⼤学様の

コメントをご紹介

https://cloud.google.com/blog/ja/topics/customers/keio-university-builds-canvas-lms-on-google-cloud

Copyright © 2022 Bow Netsystems Corp. 
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慶應義塾⼤学様の発表論⽂

https://conf2021.axies.jp/program/_file/10111_035.pdf

慶應義塾大学における国内クラウド環境をベースとした
OSS 版 Canvas LMS 全学導入とその評価

University-wide implementation and evaluation of 
domestic cloud-based
Canvas LMS(OSS Version) at Keio University

https://conf2021.axies.jp/program/_file/10111_035.pdf


参考書籍
はじめてのCanvas LMS
世界標準オンライン学習システムの使い方
石川有紀・宮崎誠 共著

世界で最も利用されているオンライン学習システム
「Canvas LMS」、日本で初めての入門書です。新しい世代
のLMSの特徴や導入が増えている理由、基本的な使い方か
ら応用的な機能の紹介まで、画面イメージを豊富に使用し
てわかりやすく解説しています。実際に操作できる試行環
境も紹介。国内事例や授業での活用方法なども説明し、最
新のeラーニングを理解するためのファーストステップとし
て最適です。

https://www.bownet.co.jp/solutions/e-learning/canvas/using-canvas-for-the-firsttime/

https://www.bownet.co.jp/solutions/e-learning/canvas/using-canvas-for-the-firsttime/
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Appendix

Canvas LMSの機能
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代表的な画⾯ユーザインタフェースを
ご紹介します。



やるべき事を教えてくれるダッシュボード
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コースのアクティビティがアイコンとして表⽰されます。

ToDoリストが⼀覧表⽰されます。

ユーザが履修もしくは担任するコースがタイル状のカード形式レイアウト（コースカード）で⼀覧表⽰されます。

常に表⽰されるグローバルナビゲーションから便利
機能にアクセス可能



コースホームページでコースの関連情報を確認可能
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コースの関連情報（コースのアナウンスややるべきことリスト、予定リスト）を⼀覧できるコースホームページが⽤意されています。

コースナビゲーションからコース内で利⽤可能な機
能にアクセス可能です。

コースホームページに表⽰する内容として、コースの活動状況や静
的なWebページ、モジュール（授業フロー）、課題⼀覧、シラバス
から選択できます。

教員向け画面



受講⽣はモジュールに沿って教材へ簡単にアクセス可能
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教員はコースで利⽤される教材コンテンツをモジュール（授業フロー）に授業で使⽤する順番通り並べて受講⽣に授業フローを⽰すことができます。

受講⽣向け画⾯

教材コンテンツとして課題、⼩テスト、アップロード
ファイル（PDF、⾳声、動画、Office⽂書等）、
Webページ、ディスカッション、外部URL、LTI対
応外部ツールなどを使⽤できます。

各教材画⾯下部の「前へ」「次へ」ボタンをクリックしてモジュールの並び順通りに教
材にアクセスすることもできます。

受講⽣はモジュールの上から並び順通りに教材に
アクセスできます。



課題機能 (1)︓様々なメディアで課題の作成が可能
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教員は様々なメディアを使⽤して課題を作成可能です。期⽇や提出可能期間、提出⽅法、課題の対象者などのオプションを指定できます。

教員向け画面

リッチコンテンツエディタ機能を使⽤してテキストや画像、動画、⾳声、
数式など様々なメディアを挿⼊できます。

ファイルアップロードやテキスト⼊⼒、URL指定な
ど提出⽅法を指定できます。

課題の対象者や期⽇、提出可能期間を設定します。



課題機能 (2)︓様々な提出⽅法の選択が可能
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受講⽣は提出⽅法を選択して提出物を提出可能です。サイドバーで提出⽇時や教員からのフィードバックも確認できます。

ファイルアップロード、テキスト⼊⼒、URLなど提出⽅法を
選択可能です。（課題の設定による）

⾃⾝の提出物に関する情報を確認可能です。
受講⽣向け画⾯



課題機能 (3)︓Speed Graderで課題の採点
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教員はSpped Graderを使⽤して受講⽣からの提出物を確認しながら⼿早く評定を登録できます。

教員向け画面 次の受講⽣の提出物へ順次アクセスして、⼿早
く評定可能です。

評定を直接⼊⼒、またはルーブリックをチェックして評
定することもできます。

受講⽣へのフィードバックコメントを登録できます。



評定表で成績管理
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教員は評定表からコースに所属する全受講⽣の成績を⼀覧でき、課題別に評点を⼊⼒できます。成績データをCSV形式でインポート／エクスポート可能です。

教員向け画面

セルを選択して評点やコメントを直接⼊⼒できます。

表⽰の切り替えや成績データのインポート・エクス
ポートができます。



アウトカム (1) ︓学習達成度の観点から受講⽣を評価
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教員は、コースにアウトカム（学習達成⽬標）を設定し、課題やクイズなどの成績評価に割り当てて使⽤できます。

コースにアウトカム（学習達成⽬標）を設定
できます。

アウトカムをルーブリックを使⽤して課題やクイ
ズに割り当てます。

教員向け画面



アウトカム (2)︓学習達成度の観点から受講⽣を評価
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教員は成績表から学⽣のアウトカムの達成状況を確認可能です。設定により学⽣も⾃⾝の達成状況を確認可能です。

教員向け画面

受講⽣も⾃⾝のアウトカムの達成状況を確認可能です。
（⾮表⽰にもできます）

教員は受講⽣のアウトカムの達成状況を確認可能です。



Canvas Analyticsで学習状況をリアルタイム モニタリング
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教員向け画面

講師はコースでの受講⽣のアクセス状況や活動状況をグラフや表形式で閲覧することができます。
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